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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
晴
れ
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
７
月
に
は
記
録
的
な
大
雨
に

よ
り
、
大
正
寺
地
区
を
は
じ
め
県
内
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
会
員
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
刻

も
早
い
復
旧
の
た
め
に
全
力
で
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
が

続
い
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

米
国
の
政
策
運
営
の
不
透
明
感
や
中
国
経
済

の
失
速
、
そ
し
て
北
朝
鮮
情
勢
を
は
じ
め
と

し
た
海
外
の
リ
ス
ク
要
因
に
よ
り
、
先
行
き

に
つ
い
て
は
海
外
の
動
向
に
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
経
済
は
各
種
の
政
策
効
果
を

背
景
に
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
と

報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
縮
小
す
る
市

場
の
中
で
我
々
事
業
者
は
、
新
た
な
市
場
に

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
市
の
産
業
振
興
に
多

大
な
る
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
昨
年
度
策
定
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
な
発
展
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
、
第
13
次
総
合
計
画
「
新
・

県
都
『
あ
き
た
』
成
長
プ
ラ
ン
」
の
も
と
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
取
り
組
む
企
業
や

意
欲
あ
る
中
小
企
業
の
支
援
に
加
え
、
企
業

誘
致
の
推
進
と
市
内
企
業
の
事
業
拡
大
の
促

進
、
さ
ら
に
は
、
若
年
者
の
雇
用
の
質
の
向
上
、

早
期
離
職
の
抑
制
等
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
が
本
市
経
済
に

果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
中
小
企
業

振
興
に
関
す
る
基
本
理
念
や
施
策
の
基
本
的

な
事
項
等
を
定
め
た
（
仮
称
）
秋
田
市
中
小

目
を
向
け
た
販
路
拡
大
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
本
会
で
は
、
地
域
経
済
を
支
え

地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
な
る
事
業
者
が
持

続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う
会
員
支
援
に
軸
足

を
置
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ラ
ム
を
作
成
し
、

今
年
度
か
ら
目
標
達
成
の
た
め
に
組
織
を
上

げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
６
月
に
開
催
し

た
経
営
支
援
事
例
秋
田
県
大
会
に
お
い
て
、

本
会
職
員
が
秋
田
県
初
の
２
年
連
続
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
今
後
も
会
員
皆
様
の
描

い
た
思
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
共
に
歩
み
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
商
工
会
に
ご

相
談
願
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
常
に
会
員
並
び
に
地
域
の
た
め

に
果
敢
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
の
で
、
秋
田
県

や
秋
田
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
会
員
皆
様
の
ご
商
売
繁
盛
と
ご
健

康
を
祈
念
し
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

企
業
振
興
基
本
条
例
の
平
成
30
年
度
中
の
施

行
に
向
け
た
制
定
作
業
を
現
在
進
め
て
お
り

ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
本
市
経
済
の
持
続
的
な
発

展
と
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
幅
広
い
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
、
中
小
企
業
者
や
貴
商
工

会
を
含
め
た
商
工
団
体
等
で
構
成
す
る
委
員

会
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
河
辺
雄
和
商
工
会
の
さ
ら
な
る

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
な
ら
び
に

ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ

が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
曽
我
雅
也
前
青
年
部
長

よ
り
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
新
体
制
の

も
と
地
域
資
源
Ｐ
Ｒ
や
地
域
貢
献
活

動
な
ど
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

資
源
Ｐ
Ｒ
で
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
「
バ

リ
コ
ロ
焼
き
」
及
び
「
大
張
野
豚
」

の
普
及
活
動
と
し
て
、
竿
燈
ま
つ
り

期
間
中
に
行
わ
れ
る
「
ご
当
地
グ
ル

メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
、
地
元
活

性
化
を
目
的
と
し
た
団
体
と
連
携
し

行
わ
れ
た
「
祭さ

い

祭さ
い

か
わ
べ
」
へ
の
出

店
に
よ
り
、
地
元
住
民
さ
ら
に
は
日

本
全
国
各
地
よ
り
お
越
し
に
な
っ
た

観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

今
年
度
秋
田
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
・
秋
田
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
伴
い
、

今
回
は
女
性
部
と
合
同
で
「
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
」「
献
血
Ｐ
Ｒ
」
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
秋
田
県
で
開
催

さ
れ
、
そ
の
開
会
式
が
秋
田
市
雄
和

の
県
立
中
央
公
園
で
執
り
行
わ
れ
た

際
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
す
る
な
ど
、
微
力
な
が
ら
地
元
へ

の
地
域
貢
献
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
「
戌
年
」。
守
り
や
準
備
の

年
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
青
年

部
で
は
、
い
ま
ま
で
の
事
業
に
加
え
、

部
員
企
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
計
画
し
、
実
行
に
向
け
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
も
青
年
部
員
一
丸
と
な
り
、

地
域
貢
献
活
動
へ
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
さ
ら
な
る
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
、
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

商
工
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
、
女
性
部
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
７
月
の
記
録
的
な
大
雨
に

よ
り
、
大
正
寺
地
区
を
は
じ
め
県
内

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
会
員
の
み
な
さ
ま
、

女
性
部
員
の
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

商
工
会
女
性
部
は
経
営
者
の
サ

ポ
ー
タ
ー
や
経
営
者
で
あ
る
女
性

部
員
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
、

個
々
の
経
営
、
そ
し
て
地
域
商
工
業

の
振
興
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
昨
年
も
様
々
な
重
点
事

業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
秋
田
県
商
工
会

青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
創
立
50
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
加
え
、

東
北
六
県
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員

交
流
会
の
秋
田
県
開
催
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
の
秋
田
県
開

催
、
県
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
創

立
50
周
年
記
念
式
典
の
開
催
、
男
鹿

潟
上
南
秋
河
辺
地
区
女
性
部
連
絡
協

議
会
広
域
交
流
会
の
企
画
・
運
営
な

ど
、
例
年
以
上
に
活
発
な
年
と
な
り

ま
し
た
。

中
で
も
、
県
青
連
・
県
女
性
連

創
立
50
周
年
記
念
で
は
我
が
女
性
部

が
優
良
女
性
部
と
し
て
全
国
連
会
長

表
彰
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
の
女
性
部
の
礎
を
築
き
、
女
性
部

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
11
名
の

み
な
さ
ん
が
表
彰
い
た
だ
い
た
こ
と

は
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指

導
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。何

十
年
も
続
い
て
い
る
「
手
作

り
お
守
り
」
の
新
入
学
生
へ
の
寄
贈
、

ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
回
収
に
よ

る
地
域
内
施
設
へ
の
「
車
椅
子
の
寄

贈
」、
県
青
連
・
県
女
性
連
創
立
50

周
年
記
念
事
業
「＂
絆
”
感
謝
運
動
」

と
し
て
の
地
域
内
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
、
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
へ

の
お
も
て
な
し
、
給
食
の
廃
油
を
利

用
し
た
エ
コ
石
け
ん
つ
く
り
、
大
館

北
秋
商
工
会
女
性
部
員
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
国
際
教
養
大
学
祭

へ
の
出
店
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ

く
り
な
ど
、
女
性
部
事
業
は
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

私
た
ち
女
性
部
は
、
こ
う
し
た
事

業
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
、

地
域
と
の
繋
が
り
、
地
域
を
支
え
地

域
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

覚
え
、
伝
え
る
こ
と
で
地
域
の
発
展
、

元
気
、
賑
わ
い
に
寄
与
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
女
性
部
員
一
人
ひ

と
り
が
力
を
合
わ
せ
、
事
務
局
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
有
意
義

に
、
そ
し
て
つ
つ
が
な
く
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
女
性
部
員
一
丸
と
な
っ

て
部
員
増
強
に
取
り
組
み
、
組
織
の

拡
充
強
化
を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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全国商工会連合会長【感謝状】（優良女性部）

河辺雄和商工会女性部

秋田県商工会連合会長表彰（功労者）

・佐々木一祐 様 ・髙橋　啓正様 ・曽我　雅也様 ・半田キンエ様 ・永澤　惠子様

秋田県商工会青年部連合会長表彰（功労者）

・藤田　正仁様 ・柏谷　　健様 ・佐々木　巧様 ・足利　　健様 ・髙橋　裕之様  

　・戸井田信幸様

秋田県商工会女性部連合会長表彰（功労者）

・五十嵐節子様 ・佐々木ユリ子様 ・船木寿満代様 ・片桐　良子様 ・佐藤ツギエ様 

　・岡部　禮子様

女性部永年部員表彰

・伊藤アツ子様 ・佐藤ツギエ様 ・片桐　良子様

～未来への誓い～
県青連・県女性連50周年記念式典・祝賀会

平成29年11月２日（木）、秋田市アトリオンおよびキャッスルホテルにおいて秋田県商工会青年部連

合会・女性部連合会創立50周年記念式典、祝賀会が開催され、青年部員・女性部員・青年部ＯＢなど

本会からは20名が出席しました。

記念式典では前経済産業副大臣で参議院議員の松村祥史氏による記念講演「今なぜ商工会が必要なの

か」と題したご講演のあと、青年部・女性部活動にご尽力された方へ県連会長、県青連・県女連会長よ

り表彰状が渡されました。青年部からは９名、女性部からは１１名の方が表彰されました。また、女性

部へは、全国商工会連合会長より、優良女性部として感謝状が贈られました。

式典後には、佐竹敬久秋田県知事をはじめとしたご来賓ご臨席のもと祝賀会が開かれました。県内青

年部が各地の特産品をＰＲするコーナーでは、大張野豚の燻製と河辺産味噌の試食をふるまい、瞬く間

になくなってしまうほどの人気でした。県内女性部によるアトラクションでは、中央地区女性部との合

同で盆踊り「ダダダッコ」を披露。会場内の盛り上がりが最高潮に達するなど、祝賀会は大いに盛り上

がりました。

青年部・女性部は、次なる50年に向け、地域活性化の一翼を担い、貢献していくことを誓い、盛大

な式典が終了しました。

表彰状を代表受領する佐藤ツギエさん 県知事はじめ、ご来賓による鏡開き

みんな楽しくダダダッコ

次なる 50年に向けて誓いました

バリコロ燻製は大好評！ 祝賀会での交流も盛んでした

青年部・女性部被表彰者の皆様、おめでとうございます。
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　男鹿市・湖東3町・潟上市・河辺雄和の４つの商工会女性部が毎年開催している「地
区女性部広域交流会」。
　今年度は河辺雄和商工会女性部が企画を担当しました。
　みなさんに河辺雄和地区の魅力をたっぷりお伝えすることで、今後たくさんの方々
に河辺雄和地区を訪れていただけるような企画をいたしました。
　河辺雄和地区は高速道路のICや秋田空港があり、交通のアクセスの良さから「都市
型施設」が立地しております。そこで今年度は河辺雄和地区とその周辺地区の巨大な
施設を見学することにしました。

●さきがけ印刷センター（秋田市御所野）
　秋田のみなさんが毎朝目にする郷土の新聞「秋田さきがけ新聞」が作られる新聞の
工程を視ることで、ものづくり、そして、情報発信のヒントを得ようと視察して参り
ました。
印刷センターでの記念写真は翌日のさきがけ新聞に掲載されました！
●ボートピア河辺
　 秋田南ICすぐそば、河辺地区にあるボートレースの郊外型場外舟券発売場です。
　場内は舟券投票所、大画面でレースの映像を見ることができる観覧席、じっくり
と予想に集中できる有料観覧席、レストランや売店があり長時間滞在できるような
環境になっていました。
　大画面で見るレースの迫力や予想する面白さに参加者は満足していただいたご様
子です。
●Villaフローラ
　 雄和地区の「国際ダリア園」の上にあるVillaフローラ。
　丘の上から臨む雄和の田園風景を楽しみながらの昼食交流会では商売や女性部
活動について活発に情報交換。
　様々なヒントをいただいたり、県青女連創立50周年祝賀会で披露するアトラク
ションの練習をしたりと、有意義なひと時を過ごしました。

10/26（木）広域交流会で河辺雄和エリアを満喫！

今回の講習会では、秋田県森林学習交流館のインストラクター山上浪子
氏の指導の下、クリスマスにちなみ「リース作り」を行いました。自然の
態様を学ぶため、リース作りには森林で採集された木の実や松ぼっくりな
どの自然素材を使用。私たちの周りにはたくさんの植物が存在しているこ
とが分かったほか、身近にある自然素材だけでこんなにも素敵なリースが
作れることに感動しました。

自分だけのオリジナルリースが完成し、参加した部員はとても満足した
ご様子。我が地域にある雄大な自然の魅力を改めて感じることができた講
習会となりました。

また、新たなおもてなし活動としての「芸術の里かわべゆうわ」芸術家
とのコラボ企画では、今年度は手すき和紙アーティストの出羽和紙 高橋
朋子さんとコラボしました。和紙で女性部オリジナルクリスマスオーナメ
ントをとっても可愛く作ってくださいました。今日作ったリースとオーナ
メントで彩のあるお店にして地域のクリスマスを盛り上げます。

また、講習会終了後には昼食交流会を実施し、地域や生活に関する情報
交換を行うなど部員同士の交流を深めました。

私たち女性部は、これからも地域資源を大切にしながら様々な活動を
行ってまいります。

12/18（月）クリスマスリース作り講習会を開催！
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記帳継続指導個別講習会のご案内

　商工会では、正しい申告・納税を行っていただくため、

税理士による平成29年分の確定申告に係る記帳継続指導

個別講習会を、下記の通り開催いたしますので是非ご出

席ください。

【日程・会場】

開催日 時　間 講　師

平成30年２月21日（水） 午後１時～午後４時まで 税理士

　〃　　３月 ２日（金） 午後１時～午後４時まで 税理士

　〃　　３月 ９日（金） 午後１時～午後４時まで 税理士

　〃　　３月14日（水） 午後１時～午後４時まで 税理士

会場：河辺雄和商工会本所

【内　容】

　平成29年分に係る決算書及び確定申告書の作成指導

芸術の里をめぐる秋田市施設見学会が行われました。

早期復旧に向けた見舞金贈呈

　昨年7月22日から23日にかけての記録的

な大雨により、県内各地で家屋の浸水、道路

の損壊、農作物の被害が発生しました。本会

でも大正寺地区を中心に大きな被害を受けま

した。

　被害に遭われた会員事業者へのお見舞いと

して全県の商工会より集まった義援金250万

円のうち、２４万円が県連合会を通じて本会

に支払われました。

　本会では自宅、店舗、作業場、倉庫等床上

浸水した１３の会員事業所に、木村会長（河

辺地区）と齊藤副会長（雄和地区）が10月30

日に伺い、早期の復旧を願い見舞金を贈呈し

ました。

　被災されたすべての会員の方々に心よりお

見舞い申し上げます。

（事業主の皆様へ）
　平成３０年4月１日から障害者雇

用率が引き上げられます。

　一般企業　現行2.0％⇒2.2％引

上げに伴い、雇用義務の対象が従業

員50人以上から45.5人以上に変わ

ります。

●問い合わせ先

　ハローワーク秋田　専門支援部門 

　電話　018-864-4111

お知らせ

株式会社　サン・ジェム
（コンビニエンスストア）

山　上　義　彦
　秋田市河辺三内字寺田 19 -1

伊藤農産
（食品加工業）
伊　藤　邦　夫

　秋田市雄和相川字高野 138

新会員のご紹介 新しく商工会の会員になられた方々
です。どうぞ宜しくお願いします。

　秋田市広報広聴課主催で団体向け施設見学会が１０月～１１月に行われ

ました。

　そのうち１１月２８日（火）には「芸術の里かわべゆうわ～アトリエ巡り」

が雪のちらつく寒空のもと、参加者１７名の熱気でホットに開催されました。

　まず、不衒窯の杉本氏のご指導で陶芸体験ののち、森の小屋の大森氏から

は彫刻について、いやしろちの秋山氏からは陶芸について説明があり、参加

された皆さんは興味深くうなずきながら聞いていました。

　初めの陶芸体験では、土をパンパン叩いて空気を抜いたり、へらを使っ

て平らにしたり、棒で字を書いたり、薬を塗ったり。皆さん思い思いの作

品に仕上げていきました。

　普段、接することが少ないかもしれない「芸術」に触れ、参加者の笑顔

が忘れられない見学会となりました。
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